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年報 3 号発刊にあたり 

 

コロナ禍で地域連携・SL（サービスラーニング）活動件数は減少しましたが、2022 年度になって

自粛してきた活動が再開されており、新規のプロジェクトも始動してまいりました。 

名古屋学芸大学では各学部の特徴と専門性を背景に、自治体や企業等との共同プロジェクトが

数多く展開されてきました。このような連携活動は、学生にとって貴重な経験の場であり、成長する

機会になります。学生は活動の中で専門性を高め活躍し、学部・学科・専攻を超えたメンバーと協

働することもあります。プロジェクトに参加した学生は、考える力、チームで挑戦する力、リーダーシ

ップなどのスキルを高めます。そして、プロジェクト完了時には大きな満足感そして感動を得ていま

す。 

地域連携推進研究機構では、学生、教職員の活動や活躍を、適時に、効果的に学内外に発信

することも重要と考え、情報発信のしくみ創りにも取り組んでまいります。 

 2021 年度は 7・12 月に「大学公開講座」を開講、後期には 4 学部 12 名の教員が「日進市大学

連携講座」を担当しました。また、地域連推進研究携機運営委員会の部会（WG:ワーキンググルー

プ）を編成し、3 学部の学生・教員が参画する「食育教材開発プロジェクト」をスタートさせました。開

発した教材は 2022 年 6 月 18-19 日で開催される食育推進全国大会で発表されます。また、日本

赤十字社愛知県支部と「災害時の食の支援のためのキッチンカーの活用プロジェクト」も開始、

2022 年度は共同研究として継続、実施され、献立や衛生管理システムを提案する課題に学生が

取り組んでいます。SL 事業では「防災人材育成プログラム」を開講、また岩手県で開催された「ぼう

さいこくたい 2021」で復興創生インターンに参加した学生の発表を支援するなどの事業を行いまし

た。 

2022 年度も「大学公開講座」、「日進市大学連携講座」が開催される予定です。SL 事業では「防

災人材育成プログラム」を全 6 回開催、連携協定を結ぶ中日青葉学園様とボランティア受け入れ

のスキームを確立します。10 年前から行ってきた東北支援の活動は現在「みなみそうまＳＬ」事業に

継承され、その成果は「ぼうさいこくたい 2022」で発表される予定です 

本機構は健康・栄養研究所、産官学協同研究センター、子どもケアセンター、SL センターそして

各研究科、各学部、各学科、各研究室が行う地域連携、社会貢献活動の情報を収集し、それらを

「つなぐ」、「むすぶ」、「ひろげる」役割を担っています。教職員や学生の活動を支援し、活躍を紹

介し、地域連携活動や SL 活動に参画する意欲を高め、機会を提供して参ります。 

引き続き、地域の自治体、企業、団体の皆様とも、連携、研究、ひとづくり、ものづくり等を協働し、

地域課題や生活者の課題を一緒に解決してまいりたいと思います。 

 

2022 年 6 月 13 日 

地域連携推進研究機構長 

サービスラーニングセンター長 

岸  本   満 
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Ⅰ．地域連携推進研究機構 

 

1．機構の発足からの歩み 

本機構は 2019 年 4 月、本学中期計画（NUAS NEXT）の三つの将来ビジョンのうちの一つ

である「地域創生、生涯学習など多岐にわたる課題解決に資する中核的存在、いわゆる知

（智）の拠点」として、大学の機能強化を図ることを目的に設置されました。 

組織としての機構を具体化するきっかけとなったのは、文部科学省の 2018 年度私立大学

研究ブランディング事業への申請でした。このブランディング事業申請の基盤となったのは、

2017 年の 4 月に地域連携の学長補佐となった管理栄養学部の岸本満教授の下で、3 学部に

またがるワーキンググループが本学の地域連携活動を掘りおこし見える化したことでした。この

ワーキングの調査結果によれば、大学にはその当時 363 件の活動が認められ、これらの実績

を基盤に発展的に地域連携関連の研究活動を実現することが、ブランディング事業申請の主

要素でした。 

残念ながらブランディング事業の採択は叶いませんでしたが、その事業計画の方向性を保

持して、本学における地域連携研究活動をさらに推進するため、「名古屋学芸大学地域連携

推進研究機構規程」を制定し、2019 年 4 月、岸本副学長が機構長に併任され、新たに課長職

を 1 名採用し、学生の社会貢献を支援するサービスラーニングセンターを包括して、本学にお

ける地域連携に関わる全学組織として本機構がスタートしました。 

全学組織としての機構の役割は、自治体、産業界、教育研究機関、NPO 等の団体、その他

地域社会と大学・教職員・学生を「つなぐ・むすぶ・ひろげる」ことであり、次頁の図に示すよう

な大学の地域連携活動の総合窓口となるものです。その業務は、１）地域連携推進に係る方

針の策定に関すること、２）地域連携研究の実施、社会実装の推進及びその支援に関すること、

３）サービスラーニングセンターの運営に関すること、４）地域連携、地域貢献活動及び関連す

る教育・研究成果の広報に関すること、５）公開講座の実施・運営に関すること、６）その他全学

的な地域連携推進に関することです。 
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2．運営委員会 

地域連携推進研究機構の重要事項を審議するための運営委員会を隔月で開催、2021 年

度における主要な議題は以下のとおりでした。（委員名簿は巻末に掲載） 

 

 第 1 回 （2021 年 5 月 6 日）ZOOM 会議 

1. 名古屋学芸大学公開講座（後期）開催ついて 

2. 2021 年度日進市大学連携講座の開催計画について 

 第 2 回 （2021 年 7 月 1 日）メール会議 

1. 機構活動・SLC の広報について 

 第 3 回 （2021 年 9 月 2 日）メール会議 

1. 機構活動・SLC の広報について 

2. 地域連携推進研究機構部会（WG）の発足と WG プロジェクトについて 

3. 補正予算申請について 

 第 4 回 （2021 年 11 月 4 日）メール会議 

1. 地域連携推進研究機構部会（WG）の発足と WG プロジェクトについて 

 第 5 回 （2022 年 1 月 6 日）メール会議 

1. 日本赤十字社愛知県支部に各種講習会等を依頼する手続きについて 

 第 6 回 （2022 年 3 月 3 日）メール会議 

1． 大学サービスラーニングセンター規程及びサービスラーニング運営委員会規程につ

いて 

    2． 2022 年度地域連携推進研究機構年報第 3 号発刊について 
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3．部会（ワーキンググループ）活動 

地域連携推進研究機構規程第 13 条に定める運営委員会の「部会」（ワーキンググループ）

は、4 学部を繋ぎ、各学部の特色・得意を地域連携活動に反映させることを目標に、機構と運

営委員会から付託された課題について調査、検討し、問題解決策の提案等を行い、計画の企

画・推進に携わります。 

 

（1）キッチンカープロジェクト WG 

日本赤十字社愛知県支部との連携協定（2014.11～）に基づき、2021 年度より「災害時の食

の支援のためのキッチンカーの活用」に関する共同プロジェクトを開始しました。管理栄養学

部の教職員 4 名がワーキンググループを編成、管理栄養学部の環境衛生学研究室 3 年生、

Canteen サークルの学生が参画しました。 

日本赤十字社愛知県支部の 2021 年度事業計画には、災害救護事業として「避難所の設

置に係る支援等に対しては、（中略）要配慮者に対する支援にも取り組んでいく」ことが述べら

れており、キッチンカー（4 トン）を活用して高齢者、母子、慢性疾患者等要配慮者への食事支

援に取り組むことが計画されました。 

キッチンカーは 2021 年度内に完成、2022 年度以降の運用に向けて、日本赤十字社愛知

県支部と名古屋学芸大学が協力して準備を進めました。 

10 月 22 日（金）日本赤十字社愛知県支部にて「キッチンカーを活用した災害時の食の支援 

共同プロジェクト」のキックオフミーティングが行われました。日本赤十字社愛知県支部 清水

事業部長、岸本地域連携推進研究機構長のあいさつの後、日本赤十字社愛知県支部 救

護・事業推進課 近藤氏が日本赤十字社の活動、とりわけ救護活動について講演されました。

その後、環境衛生学研究室 3 年生が「キッチンカーに必要なマニュアル・チェックリストについ

ての考察」と「キッチンカー従事者の教育訓練」について発表があり今後の活動に向けた準備

状況が紹介されました。さらに管理栄養学部日暮准教授より、Canteen サークル 51 名がチー

ムに分かれて通常食はじめ要配慮者（糖尿病、腎不全、食物アレルギー、咀嚼困難、嚥下困

難）対応の献立を作成する予定であることが報告されました。 

以下の写真はキックオフミーティングと、日本赤十字社愛知県支部の施設見学の様子です。 
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また、3 月 17 日（木）に、完成、納車されたキッチンカーの見学を行いました。キッチンカー

の設備、作業空間の計測等を行い、新年度に向けた活動の準備を整えました。 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.nuas.ac.jp/profile/research-collaboration/kitchencar.pdf 

 

（2）食育教材開発 WG 

2021 年度は管理栄養学部・ヒューマンケア学部・メディア造形学部の教職員と学生が参画

する食育教材開発プロジェクトをスタートさせました。テーマは、「地域ニーズに即した食育教

材の開発」で、この教育実践の成果は、2022 年 6 月 18 日・19 日に愛知県で開催される第 17

回食育推進全国大会で発表しました。成果物は、「食育教材で楽しく学ぶコンテンツ＜食育

教材のお披露目＞コーナーに出展されました。 

https://www.nuas.ac.jp/profile/news/2022/220708.html 

 

4．地域連携データベースの構築：地域連携カード 

 2019年度より地域連携活動に係る情報は本機構で集約してきました。情報をアーカイブ化

するため各部局及び各教職員から、活動の名称、連携先、活動の主体者、活動の名称、期間、

活動の場所、参加人数、活動の分類、活動のキーワード等の情報を「地域連携カード」に記入

して提出いただいています。連携活動の分類は、「研究（6小分類）」、「教育（6小分類）」、「授

業等を通じた社会連携・貢献活動（4小分類）」、「その他の連携等（2小分類）」の計18の分類

を設けています。→Ｐ37～58「Ⅲ.2021年度の地域連携活動データ」参照 

 

5．後援等名義の使用許可に関する要項の制定 

 地域連携の一環として、学外から本学に対して後援等名義使用の依頼があった場合の許可

の基準及びその手続き等を定めるための要項を 2019 年度に制定しました。 

 

6．大学公開講座開催 

 対面及びＺＯＯＭウェビナーを併用して計 2 回開催しました。前期公開講座（2021 年 7 月 24

日開催）はメディア造形学部ファッション造形学科の島上祐樹准教授が担当し、講座テーマは、

「コットンのはなし ウールのはなし―おりものの産地の今―」でした。（P.6 上段写真） 後期公

開講座（2021 年 12 月 11 日開催）は、メディア造形学部映像メディア学科の吉野まり子教授が

担当し、講座テーマは、「テレビを見ない学生が作ったテレビ番組がオモシロカッタ！」で、名

古屋市と共催で開催しました。（P.6 下段写真） 
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https://www.nuas.ac.jp/profile/news/2021/210730.html 

https://www.nuas.ac.jp/profile/news/2021/211213.html 
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7．日進市共催大学連携講座開催 

 日進市教育委員会生涯学習課と連携し、日進市生涯学習情報誌、日進市公式ホームペー

ジ等で参加者を募り、10 月～3 月の間に、4 学部 12 名の教員による講座を計 14 回開講しま

した。開講方法は講座のテーマ、内容によって異なり、日進市の施設で対面にて実施した講

座もありましたが、大学から ZOOM で配信する方式でも開講しました。 

https://www.nuas.ac.jp/profile/research-collaboration/renkei.html 

 

 

 

 

 

写真 上段     第 1 回講座 石田路子教授 

写真 中・下段  第 8 回講座 岡田暁子准教授  
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開催日時、開催方法、講師氏名、テーマは以下のとおりです。 

 

・ 第 1 回：2021 年 10 月 2 日（土）13 時 30 分～15 時 ／ ZOOM 配信 

看護学部 石田路子教授 

テーマ：「介護保険～最新情報をキャッチしましょう！～」 

 

・ 第 2 回：2021 年 10 月 8 日（金）10 時～11 時 30 分 ／ 対面：日進市民会館 

ヒューマンケア学部 酒井多香子教授 

テーマ：「今、子どもに伝えたい性情報～学校教育と家庭教育の違いから考える～：学校っ

てどんなところ～学校教育の現状と課題～」 

 

・ 第 3 回：2021 年 10 月 9 日（土）10 時～11 時 30 分 ／ ZOOM 配信 

ヒューマンケア学部 浜田恵講師 

テーマ：「子どもの行動の理解とほめ方のコツ」 

 

・ 第 4 回：2021 年 10 月 1５日（金）10 時～11 時 30 分 / 対面：日進市民会館 

ヒューマンケア学部 酒井多香子教授 

テーマ：「今、子どもに伝えたい性情報～学校教育と家庭教育の違いから考える～：学校に

おける性に関する教育の考え方・進め方」 

 

・ 第 5 回：2021 年 10 月 22 日（金）10 時～11 時 30 分  / 対面：日進市民会館 

ヒューマンケア学部 酒井多香子教授 

テーマ：「今、子どもに伝えたい性情報～学校教育と家庭教育の違いから考える～： 

「性」を考えることから「いのち」の大切さを学ぶ家庭教育」 

 

・ 第 6 回：2021 年 11 月 6 日（土）10 時～11 時 30 分 ／ ZOOM 配信 

ヒューマンケア学部 大島光代准教授 

テーマ：「言葉を育む・心を育む－意欲のある子どもに育てましょう－」 

 

・ 第 7 回目：2021 年 11 月 27 日（土）10 時 30 分～12 時 ／ ZOOM 配信 

メディア造形学部 柿沼岳志講師 

テーマ：「風刺（サタイア）としてのサイエンス・フィクション」 

 

・ 第 8 回：2021 年 12 月 17 日（金）10 時～11 時 30 分 

／ 対面 日進市民会館小ホール 

ヒューマンケア学部  岡田暁子准教授 

テーマ：「まるごとピアノの話－生演奏とともに－」 
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・ 第 9 回：2022 年 1 月 25 日（火）10 時～11 時 30 分 ／ ZOOM 配信 

看護学部 宮本恵子准教授 

テーマ：「食品の多様性で健康寿命をのばそう！」 

 

・ 第 10 回：2022 年 2 月 10 日（木）10 時～11 時 30 分 ／ ZOOM 配信 

管理栄養学部 松下英二講師 

テーマ：「誰かに伝えたくなる、健康長寿の話」 

 

・ 第 11 回：2022 年 2 月 17 日（木）10 時～11 時 30 分 / 対面 日進市民会館 

管理栄養学部 伊藤勇貴講師 

テーマ：「食の安全・安心を考えましょう－食品添加物と健康食品について」 

 

・ 第 12 回：2022 年 2 月 24 日（木）10 時～11 時 30 分 / 対面 日進市民会館 

管理栄養学部 安友裕子講師 

テーマ：「家の中ですぐできる！たのしい運動で体力アップ！」 

 

・ 第 13 回：2022 年 2 月 25 日（金）10 時 30 分～12 時 ／ ZOOM 配信 

メディア造形学部 柴田知司准教授 

テーマ：「デジタルメディアにおけるグラフィックデザインの実践」 

 

・ 第 14 回目：2022 年 3 月 5 日（土）10 時～11 時 30 分 ／ ZOOM 配信 

看護学部 穴井美恵教授 

テーマ：「噛む力と認知機能の関係」 

 

8．日進市連携講座「子ども大学にっしん」開催 

2021 年 8 月 19 日（木）に日進市連携講座「子ども大学にっしん」を開催しました。市内小学

4 年～6 年生を対象にヒューマンケア学部子どもケア学科 石井鈴一教授が「電気と磁石のふ

しぎな関係を探ろう‼」をテーマに実習などを行いました。28 名が参加しました。 

https://www.nuas.ac.jp/profile/news/2021/210826.html 
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Ⅱ．サービスラーニングセンター 

1. 活動概要（2021 年４月～2022 年 3 月） 

 

2021 年 

5 月 30 日 やろまいか！愛・地クリーン作戦 

6 月 16 日  みなみそうま SL 

9 月 1 日・2 日・3 日 あいち国際女性映画祭 

15 日 レンチンレシピ募集 

25 日 防災人材育成プログラム 災害エスノグラフィー 

10 月 17 日 長久手市で稲刈り 

23 日 防災人材育成プログラム DIG 

24 日 やろまいか！愛・地クリーン作戦 

11 月 27 日 防災人材育成プログラム 救急法 

28 日 やろまいか！愛・地クリーン作戦 

 

 

2022 年 

1 月 30 日 スペシャルオリンピックス スポーツプログラム 

30 日 献血の呼びかけ(１月) 

2 月 13 日 献血の呼びかけ(２月) 

3 月 13 日 マラソンフェスティバル 

 

 

2. SL センターの目的 

 

本学は「人間教育と実学」の建学の精神に基づき、「人と心」をテーマに、人間の

ために「知と美と健康を創造」していくことを基本理念としています。学生が社会の要

請に対応した社会貢献活動（ボランティア活動）に主体的に参画し、体験的学習を

通じて人と交わり心を通わせ、成長することを支援します。ボランティア活動を通じて、

学びを得るという趣旨で、ボランティアセンターではなく、サービスラーニングセンタ

ー(SL センター)と名付けられました。 

 

3. 学生の SL 登録・参加概要 

（１）SL 登録状況 

 2021 年度の SL(ボランティア)登録状況を表１に示します。在籍者数(3,106 名)に対

し、登録学生は 593 名（19.1％）でした（表１）。 
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表１ 2021 年度 SL 登録状況 

 

 

学科別登録者割合を図１に示します。 

 

図 1 学科別 SL 登録者割合 
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2019 年度から 2021 年度における新規登録者数を表２に示します。当該年度に登

録した学生が各学年に何名いたかをあらわしており、2020 年度は新型コロナウイル

ス感染症の影響でボランティア要請が少なかったため、2021 年度には 2 年次、3 年

次になってから新規に登録する学生もみられました。 

 

表２ ボランティア新規登録者数 

 
 

（２）SL 参加状況 

2019～2021 年度における SL 参加者数を表３に示します。 

管理栄養学部及びヒューマンケア学部学生の参加が多い傾向がみられました。 

2020 年度はボランティア要請が少なかったことから、2021 年度は参加学生が増

化したと考えられましたが、2019 年度の参加状況には戻りませんでした。 
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表３ 年度別活動状況 
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4. ボランティア要請及び派遣件数 

 

 2019～2021年度のボランティア要請件数と派遣件数を表４に示します。 

2019年度65件あったボランティア要請は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の

影響を受け2020年度は18件に激減しました。2021年度には21件と若干ですが増え、

感染予防対策やその他学生指導を徹底し17件に派遣することができました。 

 

表４ ボランティア要請及び派遣件数 

 

  

1～4 群の群別割合を図 2 に示します。 
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要請件数に対する派遣件数の割合は、2019 年度は 40％でしたが 2020 年度には

27％となりました。2021 年度には 41％まで回復しました。（図３）。 

しかし、SL センターが定める「学生に紹介、派遣する要件」にあてはまる要請事案で

あっても、希望する学生がなく、派遣できない事案が約半数ありました。学生は学部学

科の学びに沿ったボランティアを希望する場合が多いので専門性や学びを活用でき

る事案をできるだけ収集したいと考えています。 

2021 年度はコロナ禍でもボランティア要請が増え、参加学生の割合も回復しました。 

 

 

 

2019 年度                2020 年度                2021 年度 

 

図３ ボランティア要請件数に対する学生派遣件数の割合 
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5. ボランティア派遣実績 

 

2019～2021年度のボランティア派遣の種類とその概要を表5－1～5－3に示します。 

 

表５-1 2019 年度ボランティア派遣実績 

 

2019 年度（4.1～3.31）  
  

種類(件数、人数) 概要 

障がい者と接する 

（2 件、2 人） 

愛知県医療療育総合センター「センターふれあいフェスティバル」 

(旧コロニー祭) 

名東区ふれあい交流会 

イベント・祭りの運営 

(9 件、57 人) 

にっしんわいわいフェスティバル 「出展団体」 

にっしん夢まつり実行委員会 

にっしんわいわいフェスティバル ボランティアスタッフ 

鯱レレ万博(音楽フェスティバル)運営 

2019 年第 11 回スペシャルオリンピックス日本・愛知 夏季地区大会 

愛知育児院「ふれあいまつり」 

特別養護老人ホームつばき つばき祭り 

第 20 回にっしん市民まつり学生ボランティア 

第 14 回あゆみまつり 

子どもと接する 

（9 件、38 人） 

福祉会館「子どもまつりボランティア」 

西小地区社協子どもサロン もりもり元気食堂 

「もりもり元気食堂」夏の延長版 

おいでん屋 子ども食堂 夏休みおいでん 

ココカラ 子ども食堂 

急募キッズチャレンジのお手伝い 

夏休みこどもの学習援助ボランティア募集 

日進市絆子ども食堂 

東浦町学生ボランティア事業(令和元年度)  

学生ボランティア(スクールパートナー) 

清掃活動（1 件、15 人） やろまいか！愛・地クリーン作戦！！ 

その他 

（3 件、10 人） 

南小学校区防災訓練のボランティアに参加しませんか？ 

Ｇ 20 愛知・名古屋外務大臣会合 大学生語学 

ボランティアコーディネーターと行く！ボランティア体験講座 

復興インターン 

（1 件、3 人） 
復興・創生インターン説明会 
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表５-2 2020 年度ボランティア派遣実績 

 

2020 年度（4.1～3.31）  
  

種類(件数、人数) 概要 

障がい者と接する 

（1 件、2 人） 
グランドソフトボールの練習会の補助 ボランティア募集 

イベント・祭りの運営 

(1 件、19 人) 

マラソンフェスティバル ナゴヤ・愛知 2021 ボランティア募集！ 

（ランナー受付やコース整理などのイベント運営） 

子どもと接する 

（2 件、5 人） 

日進版こどものまち事業「おいでよ！子どものまち」学生ボランティア募集 

おいでん家 子ども食堂 

防災人材育成プログラム 

（2 件、12 人） 

防災を地域の皆様と一緒に学びませんか？(防災人材育成プログラム) 

防災を地域の皆様と一緒に学びませんか？ 

(防災人材育成プログラム 2 回目) 

 

表５-3 2021 年度ボランティア派遣実績 

 

2021 年度（4.1～3.31）  
  

種類(件数、人数) 概要 

障がい者と接する 

（1 件、2 人） 
スペシャルオリンピックス日本・愛知 スポーツプログラム 

イベント・祭りの運営 

（2 件、39 人） 

あいち国際女性映画祭 2021 

マラソンフェスティバルナゴヤ・愛知 2022 

子どもと接する 

（1 件、3 人） 
日進版こどものまち事業 

清掃活動（1 件、24 人） やろまいか！愛・地クリーン作戦！！ 

その他 

（6 件、15 人） 

防災ボランティアコーディネーター養成講座 

ボランティアカフェ 長久手 

名古屋城観光ガイドボランティア 

名古屋外国語大学 マスコミ業界研究グループ 「レンチンレシピ募集」 

長久手で稲作体験 

献血の呼びかけ 

防災人材育成プログラム 

（3 件、21 人） 

防災人材育成プログラム 1 回目 

防災人材育成プログラム 2 回目 DIG 

防災人材育成プログラム 3 回目 一次救命処置 

南相馬市 SL（1 件、18 人） みなみそうま SL 
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6. SL 参加学生の体験報告(抜粋) 

 

(１)社会福祉（高齢者・障がい者・子ども等）系活動 

こどものまち： 管理栄養学科 3 年  

子どもと関わることができて楽しかったです。前年度とは違い、人数も多くなったこともあ

り、より子どもが楽しそうに活動している様子を見て私も嬉しかったです。コロナということもあ

り、なかなか食に関わることができるボランティアが見つからない中、カレー作り（日進市総合

運動公園中心広場）ができて良かったです。初めて会う友達とも、すぐに仲良くできる児童

生徒が多く、誰とでも話せる子どもたちを見習おうと思いました。 

 

長久手で稲作体験： 管理栄養学科 2 年  

稲刈する前は、天気が曇っていたので行われるか不安でしたが、稲刈開始してから天気

が晴れてきたので最後まで行うことができてよかったです。風が強かったので行う前はとても

寒かったのですが、稲刈で働いていたら体が温かくなりました。機械で稲を刈る方がとても

楽で時短になるけど、昔の人が手で稲を刈る大変を知ることができました。稲を干すことによ

ってアミノ酸と糖の含量が高くなり、また稲を逆さまに吊るすことで、藁の油分や栄養分、甘

みが最大部の米粒へ降りて栄養とうま味が増すということを学びました。農家の方ではなく、

大工さんや建築士さん達が米作りをしていることに驚きました。広い敷地だったので大変で

したが、子どもと一緒に楽しく行うことができたし、刈った稲を全て竹に吊るした時の達成感

を感じました。また機会があったら参加したいです。 

 

(２)環境保全（自然保護・清掃・美化等）系活動 

清掃活動： 子どもケア学科・幼児保育専攻 1 年  

 SL を行って良かったことは、他の参加者の方と協力し合えたことと、ゴミ拾いをしている最

中に通りかかった人が、「ありがとう」と声をかけてくれたことです。気持ちが穏やかになって

とても充実した時間を過ごすことができました。また、困ったことは、歩道脇の植え込みの枝

にゴミがひっかかって、とても取りにくかったことと、カップ麺の容器や、弁当の容器などに

は、雨水が大量にたまっていて、持ち上げるのが大変だったことです。トングの扱い方に慣

れておらず、タバコの吸いがらを 1 つ拾うことも大変で、腕が筋肉痛になりました。パッと見

は、ゴミなど無く、キレイに見える歩道でも、草などに隠れてたくさん捨てられていたので、き

っとこの場所だけでなく、どこの歩道もそうなのだろうなと思いました。今回の経験を生かし、

他の清掃ボランティアにも積極的に参加したいです。 
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(３)文化交流（芸術・スポーツ・通訳等）系活動 

あいち国際女性映画祭： 映像メディア学科 2 年  

 テレビで紹介されたり、とても注目された作品だけじゃなくまだそこまで世には知られてい

ない作品が多く上映されていて、知る人ぞ知る映画を知るきっかけになりました。ボランティ

アの説明会の時に招待券をもらえたので初めて名前を聞く監督さんの作品も見ることができ

ました。「女性映画祭」ということもあって、女性中心の作品が多く、女性の活躍に心惹かれ

ました。この映画祭ボランティアに参加して、自分も映画祭主催の一員になれた気持ちにな

りました。今年で 26 回目となるこの映画祭をもっと早く知りたかったなと感じます。まだ映画

監督のイメージは男性の方が強いですが、今回のボランティアで女性の監督にしか出せな

い繊細でどこか影があって、美しい表現に出会うことができました。もっと女性映画が世に広

まるように、この映画祭がこのまま続いたらなと思います。ただ、1 つ困ったことが、上映中は

特に仕事がなく 1 時間弱暇でした。 

（ミッドランドの方しか行ってないので、ウィルあいちの方はわかりません。） 

 

(４)安全防災（安全対策・防災活動・災害等）系活動 

防災人材育成プログラム（災害エスノグラフィー）： 子どもケア学科・幼児保育専攻 1 年  

 災害エスノグラフィーを読み心に残った箇所を、グループで話し合う中で、新たな発見や

今後解決していくべき課題が出ました。また、学生目線の考えだけでなく、子どもやお年寄

りへの配慮などの私と世代の違う方の考えを聞くことができました。初めて知ったことの中で

特に印象に残ったのは、災害時、小学生も手伝っていたことです。これは、掃除などの学校

での活動や家でのお手伝いが大きく影響しているなと感じました。このように日頃の生活か

ら得ることはたくさんあり、意識して生活していこうと思いました。災害が発生してからの経過

時間によって環境ややるべきことは変化するので、その時柔軟に対応できるように備えるべ

きことが分かったと思います。今回参加できて良かったです。 

 

防災人材育成プログラム（DIG）： 看護学科 1 年  

 日本でこれまでに起こった災害についての話を聞いている際、聞き覚えのないものがいく

つかあったので、もっと災害について勉強するべきだと感じた。しかしながら、2016 年の熊

本地震は祖母が熊本に住んでいるので当時は心配して何度も電話をかけたことを思い出し

た。帰宅したらまた電話をかけて今日参加したプログラムについて話したいと思った。地図

に広い道路・狭い道路を色分けしてマーカーをひいたり、危険な場所や施設に目立つ色の

シールを貼ったりする作業を行ったことは私の記憶が正しければ今回が初めてなので新鮮

に感じた。日進市は買い物や遊びに行く用事以外ではあまり行く機会がなかったが、地図

を見ると浄化センターや市民会館、池のある広い公園など、娯楽施設以外の自分の知らな

かった施設がたくさんあって驚かされた。施設の周辺は狭い道路が多く、渋滞しやすく、災

害時は避難するのに時間がかかりそうだと思った。また、上納池スポーツ公園には大きな池
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があり、津波が起こる危険性はないのか疑問に思った。帰宅したらハザードマップで調べて

みようと思った。 

 

防災人材育成プログラム（救急法）： 子どもケア学科・幼児保育専攻 1 年  

 救急法について学ぶことは今回が初めてではありませんでしたが、観察の仕方や身近な

もので止血・固定する方法など、今まで知らなかったことを学ぶことができて良かったです。

傷病者の観察では、意識や呼吸の確認だけでなく、脈拍や四肢の動き、目の動きなどの確

認もあることを初めて知りました。それぞれの手順を丁寧に教えていただくことができたの

で、実際に対処する時にしっかり行えるように家でも時々思い返したり、シミュレーションをし

ようと思いました。傷病者の保温については、傷病者になるべく負担がかからない毛布の使

い方を知りました。心肺蘇生の実技では、胸骨を 5CM 程度押し下げることがとても難しかっ

たです。もし、この短期講習を受講していなかったら、胸骨圧迫を行っても正しくできなかっ

たと思います。止血・けがの手当てでは、三角巾の代わりにハンカチやタオルを使ったり、レ

ジ袋を使って腕を吊ったりすることを学びました。将来、教職に就こうと思っているので、子ど

もたちの命を救えるように今回学んだことは実際に行えるようにしようと思いました。 

 

(5)健康支援（食育・献血・健康相談等）系活動 

献血の呼びかけ： デザイン学科 3 年  

 献血活動を行い、献血に協力できる人は、限られていることを知りました。今回の呼びかけ

では、呼びかけパネルを持ちながら呼びかけを行いました。 

そのパネルには、18～65 歳、40KG 以上の方対象という表記があり、とても驚きました。思っ

ていたよりも年齢、体重制限の幅がせまく、実際に、私はもう 80 だから協力できないわ、と

言っていたり、体重が足りないと言っている高校生がいました。血液不足が問題となりつつ

ある今、協力できる人が、積極的に行動する必要があると強く感じました。呼びかけを通し

て、若い私達世代の人を動かすことができるように、呼びかけボランティアをすることはとても

大切なことだと思います。今後、時間がある時には、また呼びかけを行い、若い世代に興味

をもってもらえるようにしたいなと思いました。 

 

レンチンレシピ： 管理栄養学科 3 年  

 レシピを考える過程は自分にとってとても勉強になりました。旬の野菜や免疫力を高める

食材は何か、レンジで作れる料理にはどんなものがあるか、愛知はどんな食材を沢山生産

しているのかなどを調べました。試作も何回も行いました。自分が想像したように上手くいか

ず、レシピも途中で変えました。レンジではあまり美味しく調理できない食材もあり、食材選

びも重要であると分かりました。どんな調味料を使って味付けをするかも、分量も自分で決

めなくてはいけないため、色々なレシピを参考にしながら決めました。食材の重量を決める
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ことも、G の感覚をつかむためのよい機会になったと思います。レシピを作るには、味だけで

なく見た目、手軽さ、面白み、コンセプトなど色々なことを考えなければいけないと実感し、と

ても難しいことなのだと分かりました。この経験により、今後レシピを見る際に色々な着眼点

をもつことができるのではないかと思います。 

 

(6)地域活動（まちづくり・地域イベント・観光案内等）系活動 

マラソンフェスティバル： 管理栄養学科 1 年  

マラソンフェスティバルのボランティア活動を通して、大規模イベントの運営について学ぶ

ことができた。この活動は、大会の開催前から大きな会場を利用した研修会が開かれるな

ど、当日、安心・安全なレースが行うことができるよう、念入りな準備があった。また、研修会

には多くの人が参加しており、数日に分けて行われるほどであった。この研修会に参加した

ことや、過去のボランティア映像を見たことにより大規模イベントの運営やボランティアとして

参加することに興味を持ち、今後も関わっていきたいと思った。 
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7. 防災人材育成プログラム 

 

2020 年度に、防災人材育成プログラムが企画・実施されました。 

 

（１）本プロジェクトについて 

平成 26（2014）年 11 月 13 日に本学は日本赤十字社愛知県支部と連携協力に関

する協定書を締結、協定に基づき日本赤十字社が行う救急法・幼児安全法・健康生

活支援講習などの各種講習を SL センターが企画し共同し実施してきました。日進キャ

ンパスで年に 1 回開催される消防訓練では救急法のデモンストレーションを日本赤十

字社愛知県支部に協力要請してきました。 

防災活動には災害時に活躍できる「防災人材」の養成が重要課題とされています。

そこで、SL センターでは、2020 年度に日本赤十字社愛知県支部と共同して、防災人

材の育成を行う SLC プロジェクトを実施しました。 

名称は「名古屋学芸大学 防災人材育成プログラム」としました。 

 

（2）概要 

日本赤十字社愛知県支部と名古屋学芸大学との共催企画として、大学が企画、開

催場所の提供を行い、日本赤十字社愛知県支部の行う防災研修事業を本学で実施

しました。 

 

（3）目的 

防災人材の育成 

 

（4）参加者（参加募集対象者） 

・ 本学の教職員及び学生 

・ 日進市に在住・在勤の方(18 歳以上) 

・ 定員：各講座、最大 50 人程度としていましたが、新型コロナウイルス感染症感染拡

大を受けて、最大 20 名としました。 

 

（5）開催場所 

本学 6 号館 621 栄養教育実習室等 

 

（6）開催計画と実施回数（2020,2021 年度） 

2020 年度は、一講座 90 分、前期 2 回（６月・9 月）、後期 2 回（１１月・２月）の全 4

回の開催を計画しました。（表 6-1） 2021 年度は、一講座 120 分、前期 3 回(５月・7

月・９月)、後期 3 回(11 月・2 月 3 月)の全 6 回の開催を計画しました。（表 7-1） 
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表６-1 2020 年度 防災人材育成プログラム内容（計画・実施） 
 

日 程 

会 場 

回・テーマ 

内容 講座の概略 

6 月 20 日(土) 

※新型コロナウイルス感染症

感染拡大により、 

9 月 19 日(土)に変更 

1 限(9：40～11：30) 

名古屋学芸大学 

 

１.災害の全体像を理解し、

災害時の諸状況を前もって

予測する 

(災害エスノグラフィー：災害

時の追体験) 

大規模災害の被災者の経

験を書き留めた読み物を通

して、受講者が災害を追体

験することで被災の具体的

なイメージをする。 

①防災事業について 

②赤十字防災セミナー 

「災害エスノグラフィー」：読み物による過去の災

害の追体験 

災害エスノグラフィーを読み心に残った箇所を、

グループで話し合う。(個人・グループワーク 90

分) 

③救護資材等の展示(赤十字が県民からの社

資(寄付)により、日進市に配備している救護資

材) 

9 月 19 日(土) 

※新型コロナウイルス感染症

感染拡大により、 

11 月 28 日(土)に変更 

 

1 限(9：40～11：30) 

名古屋学芸大学 

 

２．防災意識を高める 

(DIG：地図を見ながら災害を

イメージする) 

DIG(Disaster Imagination 

Game)  グループで話し合

いながら災害時のイメージを

地図上に記載する。 

①防災事業について 

②赤十字防災セミナー 

DIG：地域の防災マップの作成を通じて、防災

上の資源や危険箇所の把握・理解し、個人や地

域で予め行うべきことを検討する。(グループワ

ーク 90 分) 

(名古屋学芸大学周辺・上社駅周辺・赤池駅周

辺を検討予定とする) 

③救護資材等の展示(赤十字が県民からの社

資(寄付)により、日進市に配備している救護資

材) 

11 月 28 日(土)  

※新型コロナウイルス感染症

感染拡大により、中止 

 

1 限(9：40～11：30) 

名古屋学芸大学 

 

２.災害の知識と行動力など

を育む・災害の対応力を身

に付ける 

(ぼうさいまちがいさがし・い

えまですごろく・まもるいのち

ひろげるぼうさい) 

②幼児向け 

③小中学生向け 

④小学生高学年向け 

幼児・児童・生徒向けプログ

ラムの実践。 

 

※教員・幼稚園教諭・保育

士を目指す学生は是非参

加してください。 

 

①防災事業について 

②ぼうさいまちがいさがし きけんはっけん：1 枚

のイラストに様々な危険な個所が盛り込まれて

いる。(20 分)) 

③いえまですごろく ：帰宅時に災害にあったら

どうするか。途中で遭遇するハプニングへの対

応を考えることで、災害の対応力を考え身に付

ける。(40 分)  

④防災教育事業 まもるいのちひろめるぼうさ

い： 

知識と行動力、他者への思いやりや優しさ、い

のちの大切さを学び取る力を育む演習。(個人

OR グループワーク 30 分)  

⑤救護資材等の展示(日進市に配備している資

材) 

2 月 13 日(土)  

※新型コロナウイルス感染症

感染拡大により、※新型コロ

ナウイルス感染症感染拡大

により、 

9 月 19 日(土)に変更 

 

1 限(9：40～11：30) 

名古屋学芸大学 

 

４.避難所における支援を身

に付ける 

(災害時高齢者支援講習短

期講習) 

災害時高齢者支援講習短

期講習：避難所における高

齢者支援 

 

※介護施設等の就職を目

指す学生は是非参加してく

ださい。 

①防災事業について 

②赤十字講習会 災害時高齢者支援講習短期

講習：避難所における高齢者支援。修了者に受

講証。(90 分) 

③救護資材等の展示(日進市に配備している資

材) 

※2021 年度の本格的な実施に向けて、2020 年度は試行期間とした。 
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 2020年度の防災人材育成プログラムは新型コロナウイルス感染症感染拡大を受けて、

開催計画を変更し9月19日(土)に災害エスノグラフィー、11月28日(土)に DIG を開催し

ました。各回開催会の参加人数と属性を表6-2に示しました。 

 

表 6-2 2020 年度防災人材育成プログラム参加者の属性及び参加者数(人) 
2020 年防災人材育

成プログラム 
学生 教職員 一般 計 

災害エスノグラフィー ５ １ ８ 14 

DIG ７ １ 11 19 

合計 12 ２ 19 33 

 

2021 年度はコロナ流行により 3 回の開催となりました。各回開催回の参加人数と属

性を表 7-2 に示しました。 
 

表７-1 2021 年 防災人材育成プログラム内容（計画・実施） 
日 程 

会 場 

回・テーマ 

概要 プログラムの概略 

5 月 29 日(土) 

※新型コロナウイルス感染症

感染拡大を受けて 7 月 10

日(土)に変更 

9：40～12：50 

名古屋学芸大学 

 

１.災害の全体像を理解し、

災害時の諸状況を前もって

予測する 

(災害エスノグラフィー：災害

時の追体験) 

大規模災害の被災者の経験を書き

留めた読み物を通して、受講者が

災害を追体験することで被災の具

体的なイメージをする。 

 

2020 年度実施 

①防災事業について 

②赤十字防災セミナー 

「災害エスノグラフィー」：読み物による過

去の災害の追体験 

(災害エスノグラフィーを読み心に残った

箇所を、グループで話し合う。(個人・グ

ループワーク)) 

③救護資材等の展示(赤十字が県民か

らの社資(寄付)により、日進市に配備し

ている救護資材) 

７月 10(土) 

※新型コロナウイルス感染症

感染拡大を受けて 10 月 23

日(土)に変更 

9：40～12：50 

名古屋学芸大学 

 

２．防災意識を高める 

(DIG：地図を見ながら災害を

イメージする) 

DIG(Disaster Imagination Game) 

グループで話し合いながら災害時

のイメージを地図上に記載する。 

 

2020 年度実施 

①防災事業について 

②赤十字防災セミナー 

DIG：地域の防災マップの作成を通じて、

防災上の資源や危険箇所の把握・理解

し、個人や地域で予め行うべきことを検

討する。(個人・グループワーク) 

(名古屋学芸大学周辺・上社駅周辺・赤

池駅周辺を検討予定とする) 

③救護資材等の展示(赤十字が県民か

らの社資(寄付)により、日進市に配備し

ている救護資材) 

9 月 25(土)  

※新型コロナウイルス感染症

感染拡大を受けて 11 月 27

日(土)に変更 

9：40～12：50 

名古屋学芸大学 

３．いのちをまもる・つなぐ(救

急法短期講習) 

 

(新型コロナウイルス感染症

感染拡大においては、オンラ

インで実施) 

傷病者の観察の仕方及び一次救

命処置（心肺蘇生法、AED を用い

た除細動） 

 

※心肺蘇生法は災害時のみなら

ず、日常においても必要な知識技

術です。 

①防災事業について 

②赤十字講習会 救急法短期講習：傷

病者の観察の仕方及び一次救命処置

（心肺蘇生法、AED を用いた除細動） 

修了者に受講証。 

③救護資材等の展示(日進市に配備して

いる資材) 
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11 月 27 日(土) 

※新型コロナウイルス感染症

感染拡大を受けて中止 

名古屋学芸大学 

４．子どものいのちをまもる・

つなぐ(幼児安全法短期講

習) 

小児・乳児の心肺蘇生と AED の使

い方、身近なものを使った応急手

当 

 

※心肺蘇生法は災害時のみなら

ず、日常においても必要な知識技

術です。 

①防災事業について 

②赤十字幼児安全法講習 ：小児・乳児

の心肺蘇生と AED の使い方、身近なも

のを使った応急手当 

 修了者に受講証。 

③救護資材等の展示(日進市に配備して

いる資材) 

2 月 26 日(土) 

※新型コロナウイルス感染症

感染拡大を受けて中止 

名古屋学芸大学 

５.避難所における支援を身

に付ける 

(災害時高齢者支援講習短

期講習) 

(新型コロナウイルス感染症

感染拡大においては、オンラ

インで実施) 

災害時高齢者支援講習短期講

習：避難所における高齢者支援 

 

※介護施設等の就職を目指す学

生は是非参加してください。 

①防災事業について 

②赤十字講習会 災害時高齢者支援講

習短期講習：避難所における高齢者支

援 修了者に受講証。 

③救護資材等の展示(日進市に配備して

いる資材) 

3 月 12 日(土) 

※新型コロナウイルス感染症

感染拡大を受けて中止 

名古屋学芸大学 

 

６．まとめ 

2021 年度防災人材育成プロ

グラムのまとめとふりかえり 

災害時に支援された方の講演等 ①防災事業について 

②起震車体験や愛知県で起こった様々

な災害に対応された方のご講演を通し

て、再度、自分事化を期待するとともに

学びの定着と期待する。 

③救護資材等の展示(日進市に配備して

いる資材) 

※内容・日程については、新型コロナウイルス感染症感染拡大を受けて担当者打ち合わせで随時決定しました。 

 

表７-2 2021 年度防災人材育成プログラム参加者の属性及び参加者数(人) 
2021 年防災人材育

成プログラム 
学生 教職員 一般 計 

災害エスノグラフィー 6 １ ２ 9 

DIG ７ ０ ２ ９ 

赤十字救急法短期講習 ８ ０ 7 15 

合計 21 1 11 33 

 

①「災害エスノグラフィー」（2021 年 7 月 10 日） 

 

 
災害エスノグラフィーの読み進め方に 

ついての説明 
災害エスノグラフィーを
読み、気づいた点など下
線を引いていく 
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②「DIG」（2021 年 10 月 23 日） 

※DIG とは、グループで話し合いながら災害時のイメージを地図上に記載する。

(Disaster Imagination Game の頭文字)で、地域の防災マップの作成を通じて、防災

上の資源や危険箇所を把握・理解し、個人や地域で予め行うべきことを検討します。 

 

 

 

（7）参加学生数 

防災人材育成プログラムに参加した学生の参加者数を表 8 に示します。 

 

表８ 学部学科学年別講習会参加者数(人) 

学部 学科 学年 2020 年度 

2 回開催 

2021 年度 

3 回開催 

管理栄養学部 管理栄養学科 

4 年生 

3 年生 

2 年生 

1 年生 

0 

５ 

２ 

0 

0 

0 

0 

0 

ヒューマンケア学部 子どもケア学科 

4 年生 

3 年生 

2 年生 

1 年生 

0 

５ 

0 

0 

0 

0 

２ 

13 

メディア造形学部 

映像メディア学科 
２～4 年生 

1 年生 

0 

0 

0 

３ 

デザイン学科 

3～4 年生 

2 年生 

1 年生 

0 

0 

0 

0 

2 

0 

ファッション学科 1～4 年生 0 0 

看護学部 看護学科 
2～4 年生 

1 年生 

0 

１ 

０ 

１ 

  合計 13 21 

 

災害や DIG の進め方についての説明 地域の地図に、防災マップ上の危険個所
や避難場所などを色分けしつつ記入して
いく 
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8. スキルアップ講座等 

2020 年度は、感染対策のため学生は遠隔授業等が増えました。各ボランティア

機関でも感染対策を講じることを最優先にしていました。そのため、ボランティアの要

請も学生のボランティアの参加希望もほとんどない状態でした。 

しかし、社会全体としてもオンラインでの学びが広がり、ボランティアスキルを高め

ることができるシンポジュウムや講座等もオンラインで受講できる機会が増えてきまし

た。学生らが直接人と関わりボランティア活動に出かけることは困難な状況でしたが、

オンラインでボランティアに関する学びができる機会が与えられたことから、SL センタ

ーの HP を通じ「スキルアップ講座等」の紹介をスタートさせました。 

2021 年度は年間で 30 件の学ぶ機会を紹介、HP に掲載しました。東日本大震災

から 10 年の節目でもあり、防災に係る講座等が多く開催されました。 

 

 

9. 復興支援活動 

（1）復興・創生インターン 

東日本大震災から 10 年が経過したことを機に、復興庁が行っていた復興・創

生インターンの募集はされなくなり、2021 年度はインターンの派遣は行われませ

んでした。 

 

（2）学べる被災地での地域コミュニティつくり 

「学べる被災地での地域コミュニティつくり」は南三陸町志津川地区の清水団

地住民と協議のうえ終了することとなりました。 

 

（3）みなみそうま SL 

みなみそうま SL 活動は、学べる被災地での地域コミュニティつくり活動につづ

く復興支援活動として企画され 2020 年度からの実施に向けて、2019 年 2 月に学

生、教員により視察を行いました。しかし、2020 年度はコロナ感染拡大の影響で

活動を行うことができませんでした。そこで、SL 活動をオンラインで行うことを試み

ました。2021 年 3 月、南相馬市役所と ZOOM 会議を行い、現地に行けない状況

であっても何かできることがあるのではないか、議論し情報交換を行いました。 

2021 年 5 月末から 6 月上旬にかけて SL 活動に参加する学生を募集し、南相

馬市役所と ZOOM 上で表 9 に示す活動を行いました。 
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表 9 みなみそうま SL 活動概要 

2021 年度みなみそうま SL 

みなみそうま SL 概要 

みなみそうま SL 活動は、学べる被災地での地域コミュニティつくり活動に続く復興

支援活動として 2019 年度に企画された本学独自の活動です。2020 年 2 月、学生・職

員 7 名が南相馬市で視察を行いましたが、コロナ感染拡大を受け、活動休止を余儀な

くされました。2021 年度は感染対策も定着しワクチン接種も進んだことから、参加者を

募り ZOOM と対面の併用で活動を行いました。 

みなみそうま SL 活動報告 

〇みなみそうま SL 説明会(ZOOM)日程・説明者 

5 月 31 日・6 月 1 日 (5 限目) 塚原先生 

6 月 2 日・6 月 3 日 (5 限目) 冨安先生 

 

〇参加者 18 名   

映像メディア学科１名 

 子どもケア学科１名 

 管理栄養学科 16 名 

 

○サポーター(視察参加学生) 

 管理栄養学科 2 名 

 デザイン学科 2 名 

 

〇ミーティング日程 ／ 参加者 

 第１回 6 月 16 日(水)5 限  

顔合わせ会 ボランティア内容希望 ／学生・教員 

学生の希望活動から 4 班にグループ編成をしてボランティア活動を進める 

こととなった。 

SNS 班：南相馬市の魅力を SNS を使って広く知ってもらう。 

お魚班：南相馬市で獲れる魚介と名古屋の味噌を使ったパエリアのレシピ開 

発。食材のパッケージ販売を提案。 

お野菜班：南相馬市の特産品の野菜(ロマネスコ・黄色いかぼちゃ)を利用し 

た、天むすのレシピ開発。 

お米班：南相馬市産のお米「天のつぶ」を使ったういろうのレシピ開発(米は 

米粉にして使用)。また、米粉クッキーのレシピ開発。 

 第 2 回 7 月 7 日(水)5 限   

ボランティア実施内容の提案とアドバイス ／ 南相馬市役所職員 学生・ 

教員 
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（4）復興支援活動報告会 

これまで、復興・創生インターンに参加するには事前連絡会及び事前学習会に参

加すること、そしてレポート提出と課題発表を必須条件としてきました。加えて 2018 年

度以降は復興・創生インターンの現地コーディネータが行う学内説明会及びインター

ン参加者の行う報告会に参加することも条件に加えました。 

同様に、「学べる被災地での地域コミュニティつくり」と「みなみそうま SL」の活動にお

いて、東北支援活動報告会への参加、事前連絡会及び事前学習会の参加、レポート

提出、課題発表を参加の必須条件とし、参加の手続きとして、SL 登録、SL 参加申込

書、ボランティア保険(自然災害特約含)の加入、緊急連絡先の提出を義務づけていま

す。参加後は、課題や感想、活動報告を SL センターに報告すると同時に、活動成果

をパネル、パワーポイント等を用いたスライドショーにまとめ、学内外で発表してきまし

た。 

しかし、2020 年度以降、コロナ感染拡大のため「みなみそうま SL」は、学内活動のみ

となり、南相馬市との意見交換はオンラインで行いました。学内活動の報告はパワーポ

イントを作成しプレゼンを行ったり考察したメニューなど報告に限定されていました。

2022 年度の「みなみそうま SL」の参加学生説明会で、これまでの報告を紹介すること

としました。活動を紹介したパネルを P.31-P.36 に掲載しました。 

 第 3 回 8 月 3 日(火) 3・4・5 限  

ボランティア内容 グループワーク ピアアドバイス ／ 学生・教員 

 第 4 回 8 月 26 日(木)５限  

活動進捗報告会 ／ 南相馬市役所職員 学生・教員 

 第 5 回 10 月 12 日(火)5 限  

大学祭参加説明 進捗状況報告 試食 ／ 学生・教員 

 ※南相馬市様から南相馬市産天のつぶ(米)20 ㎏及び天のつぶパック米 1 箱を 

頂く。 

○大学祭で活動動画配信 10 月 30 日(土)31 日(日)  

※「天のつぶ」パック米を食べての感想の集計を行い、南相馬市にリターン 

○ちょこっと学習会(東日本大震災の被害状況・復興状況・食の問題などの 

学習会) 12 月 14 日(火)5 限・15 日(水)5 限  

 第 6 回 1 月 27 日(木)5 限 

  成果発表 ／ 南相馬市役所職員・学生・教員 

 

〇今後の活動 

試作・商品開発継続すると同時に、2022 年度日進市わいわいフェスティバル(7 月 2

日(土))の参加に向けて、説明会(2 月 10 日(木))に参加。加えて、ぼうさいこくたい

2022in 兵庫・神戸(10 月 22 日(土)23 日(日))に参加予定。 
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SL センターは「ぼうさいこくたい」(内閣府、防災推進協議会、防災推進国民会議が

主催)に 2019 年度から学生を派遣しています。2021 年度は岩手県で「ぼうさいこくた

い 2021」が開催されました。 

2019 年度以降の「ぼうさいこくたい」参加概要を表 12 に示しました。 

 

表 12 「ぼうさいこくたい」の参加概要 

日時 報告内容 場所 対象 備考 

2019 年 

10 月 19 日(土) 

     20 日(日) 

復興・創生インターン 

2018 年夏期・2019 年

春期 

学べる被災地での地

域コミュニティつくり 

愛知県名古屋市 

ささしまライブエリア 
一般市民 

ぼ う さ い

こくたい 

2019    

2020 年 

10 月 3 日(土) 

復興・創生インターン

2020 年春期 

みなみそうま SL 

広島県広島市 

オンライン 
一般市民 

ぼ う さ い

こくたい 

20２０ 

2021 年 

11 月 6 日(土) 

    7 日(日) 

復興・創生インターン

2020 年春期 

本学の 10 年間の東

北支援活動 

岩手県釜石市 

釜 石 市 民 ホ ー ル

TETTO 

一般市民 

ぼ う さ い

こくたい 

2021 
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みなみそうま SL パネル 
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Ⅳ．資料 

１．名古屋学芸大学地域連携推進研究機構規程 

 

（趣旨） 

第 1 条 本規程は、名古屋学芸大学学則第 63 条の２第２項の規定に基づき、名古屋学芸大学地

域連携推進研究機構（以下「機構」という。）の組織及び運営等に関し、必要な事項を定めるもの

とする。 

 

（目的） 

第 2 条 機構は、名古屋学芸大学（以下「本学」という。）の、学長のリーダーシップの下、本学にお

ける地域連携（産官学連携を含めた連携をいう。以下同じ。）の推進に係る基本方針等を検討し、

施策を推進することを目的とする。 

 

（業務） 

第 3 条 本機構は、前条に掲げる目的を達成するため、次に掲げる業務を行う。 

一 地域連携推進に係る方針の策定に関すること 

二 地域連携研究の実施、社会実装の推進及びその支援に関すること 

三 サービスラーニングセンターの運営に関すること 

四 地域連携、地域貢献活動及び関連する教育・研究成果の広報に関すること 

五 公開講座の実施・運営に関すること 

六 その他全学的な地域連携推進に関すること 

 

（教職員） 

第 4 条 機構に、次の教職員を置く。 

一 機構長 

二 副機構長 

三 ボランティアコーディネーター 

四 その他必要な教職員 

２ 機構に副機構長を置くことができる。 

 

（機構長） 

第 5 条 機構長は、本学の専任の教授のうちから選考する。 

２ 機構長は、機構の業務を掌理する。 

３ 機構長の任期は２年とし、再任を妨げない。 

４ 機構長に欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（機構長の選考） 

第 6 条 機構長の選考は、「名古屋学芸大学部館科長選考規程」に基づき行う。 



 

 
 

60 

（副機構長） 

第 7 条 副機構長を置く場合は、機構長が本学の専任の教職員のうちから選任する。 

２ 副機構長は、機構長を補佐し、機構の業務を行う。 

３ 副機構長の任意は２年とし、再任を妨げない。なお、年度途中で副機構長に選任された場合

の任期は、機構長の任期の末日とする。 

 

（運営委員会） 

第 8 条 機構に運営委員会を置く。 

 

（審議事項） 

第 9 条 運営委員会は、第３条の業務に関わる重要事項を審議する。 

 

（組織） 

第 10 条 運営委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 

 一 機構長 

 二 副学長（教育・研究） 

 三 副機構長 

 四 ボランティアコーディネーター 

 五 各研究科から選出された教員 

 六 各学部及び教養教育機構から選出された教員 

 七 健康・栄養研究所長 

 八 子どもケアセンター長 

 九 産官学協同研究センター長 

 十 事務局長 

 十一 事務局部長 

 十二 その他学長が必要と認めた者 

２ 前項第四号から第九号の委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。なお、委員に欠員が生じ

た場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（会議及び議事） 

第 11 条 運営委員会は、機構長が招集し、その議長となる。ただし、機構長に事故あるときは、機

構長があらかじめ指名した者がその職務を代行する。 

２ 会議は、委員の３分の２以上の出席をもって成立し、議事は、出席者の過半数によって決する。 

 

（委員以外の者の出席） 

第 12 条 運営委員会が必要と認めたときは、運営委員会に委員以外の者の出席を求め、意見を

聞くことができる。 
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（部会） 

第 13 条 運営委員会の下に部会を置くことができる。 

２ 部会の構成及び運営は、機構長が運営委員会に諮って決定する。 

 

（事務） 

第 14 条 機構の事務は、機構においてこれを担当する。 

 

（雑則） 

第 15 条 この規程に定めるもののほか、機構の組織及び運営等に関し必要な事項は、運営委員

会及び評議会の議を経て学長が定める。 

 

 

   附 則 

１ この規程は、2018 年 10 月３日から施行する。 

   附 則 

１ この規程は、2019 年９月４日から施行する。 

   附 則 

１ この規程は、2021 年４月１日から施行する。 

   附 則 

１ この改正は、2022 年５月 11 日から施行し、2022 年４月１日に遡及し適用する。 

２ 本規程の施行に伴い、「名古屋学芸大学サービスラーニングセンター規程」及び「名古屋学

芸大学サービスラーニングセンター運営委員会規程」を廃止する。 



2． 協定 ・連携一覧
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3．2021 年度地域連携推進研究機構運営委員会委員名簿 

 

    職  名 氏   名 備 考 

機構長 岸 本   満 1 号委員 

副学長（教育・研究） 山 本 一 良 2 号委員 

栄養科学研究科 塚 原 丘 美 4 号委員 

メディア造形研究科 尹   成 濟   〃 

子どもケア研究科 渡 辺   桜   〃 

管理栄養学部 （塚 原 丘 美） 5 号委員 

   〃  井 澤 一 郎   〃   

メディア造形学部 （尹   成 濟）   〃 

   〃 柿 沼 岳 志   〃 

   〃 錦 見 淳 子   〃 

ヒューマンケア学部 （渡 辺   桜）   〃 

看護学部 石 田 路 子   〃 

教養教育機構 （山 本 一 良）   〃 

健康・栄養研究所長 下 方 浩 史 6 号委員 

子どもケアセンター長 （渡 辺   桜） 7 号委員 

産官学協同研究センター長 梶 田   渉 8 号委員 

事務局長 鈴 木   英 9 号委員 

事務局部長 松 浦 清 彦 10 号委員 

サービスラーニングセンター 石 原 貴 代 11 号委員 
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産官学協同研究センター 皆 川 優 介 （オブザーバー） 
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